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1.組織の概要 

   
  

(1)事業所 

(2)代表者氏名 

(3)所在地 

  

  

  

(4)法人設立年月日 

(5)資本金 

(6)事業内容 

                      

 

(7)事業年度 

(8)事業の規模 

 

 

 

 

(9)環境管理責任者及び 

担当連絡先 

株式会社チューゲイ 

代表取締役 佐々木 満 

■本社      広島県庄原市中本町一丁目3番31号 

■倉庫      広島県庄原市東本町一丁目1589番地2 

■三次営業所  広島県三次市南畑敷町470-7 2階 

■広島支店   広島県広島市安佐南区西原四丁目35番7号 

1969年8月11日 

1,000万円 

総合ビルメンテナンス業 

（ビル清掃、ビル環境衛生管理、常駐警備、消防設備点検） 

廃棄物収集運搬業、建設業、人材派遣業 

8月～7月 

2022年度（2022年８月～2023年７月） 売上高  926百万円 

 本社 業務管理ｾﾝﾀｰ 三次営業所 広島支店 合計 

従業員 

（EA21） 

108名   

（75名） 

 16名   

（16名） 

23名  

（18名） 

59名  

（37名） 

206名

（146名） 

延床面積 66㎡ 
倉庫234㎡休

憩室36㎡   
78㎡ 98㎡ 512㎡ 

環境管理責任者  西田輝之                           

環境事務局       木下 亜貴子 

連絡先  ■Tel 0824-72-0655        ■Fax 0824-72-7581      

■e-mail  support@chugei.co.jp 

mailto:support@chugei.co.jp
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企業理念 

“ビルメンテナンス業を通じ、地域社会に貢献し、 

物心両面に豊かな社員を育てる” 
社是 

“明るく積極的に” 

行動指針 

“ガッツ＆スマイル私がやらねば誰がやる 

笑顔と真心で奉仕” 

2023行動目標 

① 日々の業務を止めないために、体調衛生管理に気をつけよう！ 

② 自らの業務を自分事として捉え、責任感を持って臨もう！ 
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2.認証・登録の対象範囲 
  

 
   

(1)認証・登録対象事業所 

  

  

(2)対象外 

(3) 事業活動 

 

(4)廃棄物収集運搬業の情報 

  ■運搬車両の種類と台数 

 

  ■一般廃棄物処理業 

 

 

 

  ■産業廃棄物収集運搬業 

 

 

 

 

 

 

 

■収集運搬量 

■本社       広島県庄原市中本町一丁目3番31号 

■業務管理ｾﾝﾀｰ 広島県庄原市東本町一丁目1589番地2 

■三次営業所   広島県三次市南畑敷町470-7 2階 

広島支店      2024年までに認証拡大 

総合ビルメンテナンス業、一般廃棄物・廃棄物収集運搬業、建設業 

人材派遣業 

 

パッカー車 2ｔ   2台  /  2.85ｔ  4台 

ダンプ車  1.9ｔ  1台       計  ７台 

■許可番号    庄環境許第102号  / 庄原市 

■許可年月日   2022年４月１日 

■有効年月日   2024年３月3１日 

■事業の範囲   庄原市内 

■許可番号    第03408151299号  / 広島県 

■許可年月日   2019年９月30日 

■有効年月日   2024年９月29日 

■事業の範囲   

事業の区分：収集運搬(積替え・保管は含まない） 

産業廃棄物の種類：廃プラスチック類、金属、ガラスくず、 

コンクリートくず及び陶磁器くず 

一般廃棄物 675.49t / 産業廃棄物 1t / 再生資源 317.6t 
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3.環境管理体制   

   
(2)役割・責任・権限表 

 役割・責任・権限表 

代表者 ・環境経営に関する環境管理責任者を任命 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備 

環境管理責任者 ・環境経営方針の策定・見直し 

・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境経営目標・環境経営計画の確認・承認 

・環境関連法規等の取りまとめ表の最新版管理、遵守徹底 

・環境管理責任者による全体評価と見直し、指示 

・環境経営レポートの承認 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

環境事務局 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成 

・環境活動の実施集計 

・環境関連法規等とりまとめ表の作成及び管理、遵守評価の実施 

・環境経営レポートの作成、公開 

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画、実施、報告 

部門責任者 ・自部門における環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施、継続改善 

・自部門における必要な手順書の作成及び手順書による実施 

・想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書の作成 

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 
 

 

１．体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

代表者 

代表取締役 佐々木 満 

環境管理責任者 

専務取締役 西田 

環境事務局 

木下課長 

 

総務部 

木下課長 

営業部 

尼子部長 

 

 

業務管理部 

二井田部長 

建築部 

明賀部長 

ゴミ事業部 

西田専務 

内部監査チーム 

畑廣主任 

浅井・鈴木・大谷 

従業員 協力会社 

指示・協力・教育  

/ 

K 

広島支店 

(1)体制 



 

9
 

4.環境経営方針 

 

 

株式会社チューゲイは昭和44年の設立以来、県北地域を中心に総合ビルメンテナンス業を基盤とした企業活

動を展開しています。地域社会における「一隅を照らす」存在として、必要とされ、信頼される会社を目指してい

ます。そのため「ハイ、喜んで！」の精神の下、お客様の大切な財産を守り、安心安全で快適な環境の提供に、

高い技術品質と真心サービスをもって取り組んでまいります。 

また、深刻化する地球温暖化をはじめとする環境問題にも一人ひとり、一企業から取り組むべきと考え、環境経

営システムを構築し、事業活動における環境負荷の軽減を図り、継続的に改善活動に取り組むと共に、「地域

に生かされている」企業として社会的貢献に努めます。  

 【環境保全への行動指針】 

１． 車両使用環境を見直し、軽油、ガソリンの消費を削減します。                              

２． 廃棄物の削減と適正処理に努めます。                                                        

３． 節水を励行します。                                                                                       

４． 化学物質使用量を削減し、適正管理に努めます。                                           

５． 事業活動に係る環境関連法規等を遵守します。                                   

６． 地域での環境活動に積極的に参加し、コミュニケーションを図り、環境保全に努めます。    

７． 社員一人ひとりがこの活動を受け止め、意識向上と働く職場環境の改善に取り組みます。       

２０２１年５月１日 

株式会社チューゲイ    代表取締役 佐々木満   
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５.基準年の環境負荷と環境経営目標 

環境目標 

基準年 年度目標 中期目標 

2019年度 

2019年8月～2020年7月 

2022年度 

2022年8月～2023年7月 

2023年度 

2023年8月～2024年7月 

2024年度 

2023年8月～2024年7月 

Ⅰ.二酸化炭素排出量の

削減 
108,876 kg-CO₂ 105,609 kg-CO₂ 104,520 kg-CO₂ 103,432 kg-CO₂ 

Ⅰ-1)電力の使用量 

削減 

 

5,575kWｈ 
5,407kWh 5,352kWh 5,296kWh 

 10,991 kWh 

（2021年度） 

10,771 kWh 

（2022年度変更） 

10,661 kWh 

（2022年度変更） 

10,551 kWh 

（2022年度変更） 

Ⅰ-2)自動車燃料の 

使用量削減 

 14,292Ｌ 
13,863Ｌ 13,720Ｌ 13,577Ｌ 

 23,920Ｌ 
23,202 L 22,963 L 22,274 L 

Ⅱ.廃棄物排出量削減        

1)一般廃棄物削減、  

分別の徹底 

1,208㎏ 
1,171㎏ 

3R運動の推進 

1,159㎏ 

3R運動の推進 

1,147㎏ 

3R運動の推進 

2)受入廃棄物のリサイク

ル率の向上 
38.22％ 41.22％ 42.22％ 43.22％ 

3) 建設廃棄物リサイクル

の推進 
マニフェスト適正管理 マニフェスト適正管理 マニフェスト適正管理 マニフェスト適正管理 

Ⅲ.水使用量の削減 

 

 169㎥ 
163 ㎥ 162 ㎥ 160 ㎥ 

 46㎥ 

(2021年度) 

45㎥ 

（2022年度変更） 

44㎥ 

（2022年度変更） 

44㎥ 

（2022年度変更） 

Ⅳ.化学物質使用量の 

削減、適正管理 
購入量の把握 適正管理 適正管理 適正管理 

Ⅵ.環境活動の実施 
通学時交通安全誘導

会社周辺の清掃 

通学時交通安全誘

導会社周辺の清掃 

ボランティア清掃 

通学時交通安全誘導

会社周辺の清掃   

ボランティア清掃 

通学時交通安全誘導

会社周辺の清掃   

ボランティア清掃 

※基準年（2019）の電力の二酸化炭素排出量は中国電力の2019年度度実排出係数0.636 kg-CO2/kWhを使用し

ました。 

※2022年度の電力の二酸化炭素排出量は中国電力2020年度実排出係数0.521 kg-CO2/kWhを使用しました。 

本
社 

業
務
管
理 

ガ
ソ
リ
ン 

軽
油 

本
社 

業
務
管
理 
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6.環境経営目標・計画に基づき 実施した取組内容とその評価 

環境目標 
2022年度 

2022年8月～2023年7月 
取組内容 評価 

Ⅰ.二酸化炭素排出量の

削減 
105,609 kg-CO₂ ・下記の各項による × 

Ⅰ-1)電力の使用量 

削減 

 

5,407kWh ・室内温度の管理 

冷房28℃・暖房22℃ ±2℃の厳守 

エアコンフィルターの定期的な清掃 

・照明やOA機器やPCの電源管理  

未使用箇所の消灯 

OA機器やPCの省エネモードON 

 

△ 

〇 

 

〇 

〇 

 

10,771kWh 

Ⅰ-2)自動車燃料の 

使用量 

削減 

 

13,863L 

・エコドライブの徹底 

アイドリングストップ 

効率的なルートでの営業、収集 

エリア別営業活動の見直し  

急加速、急停車の防止 

・適正な車両の整備  

 タイヤの空気圧、オイルの定期点検 

月間走行距離の測定 

・低公害車両の導入 

 

〇 

△ 

× 

〇 

 

〇 

△ 

× 

 

23,202 L 

Ⅱ.廃棄物排出量削減        

1)一般廃棄物削減、  

分別の徹底 

1,171㎏ 

3R運動の推進 

・廃棄物分別の徹底 

 収集場所を明確化し、資源ごみを分別する 

紙ごみ・シュレッダーごみの資源化 

・両面印刷の推奨 

 

○ 

〇 

○ 

2)受入廃棄物のリサイクル

率の向上 
41.22％ 

・分別によるリサイクルの推進 

手選別の徹底 

リサイクルルートの拡大 

客先への分別の徹底の依頼 

○ 

○ 

○ 

△ 

3) 建設廃棄物リサイクル

の推進 
マニフェスト適正管理 

・分別による最終処分量の削減 

・マニフェスト管理 

× 

〇 

Ⅲ.水使用量の削減 

 

 
163㎥ 

・節水運動の推進 

 節水表示の掲示 

 冷温水機による水使用量の把握 

・洗車・洗濯時の井戸水使用 

〇 

〇 

〇 

○ 

 
45 ㎥ 

Ⅳ.化学物質使用量の 

削減、適正管理 
適正管理 

・化学物質の成分や過去の使用量実績など調査し、

目標を定める。 

・代替え製品の検討   ・使用量、在庫管理  

・施錠保管、漏洩防止、識別表示 

△ 

△ 

△ 

〇 

Ⅵ.環境活動の実施 通学時交通安全誘導

会社周辺の清掃    

・通学時に交通安全誘導を行う。 

・会社周辺の清掃  ・ボランティア清掃 
〇 

軽 

油 

本
社 

業
務
管
理 

本 

社 

業
務
管
理 

ガ
ソ
リ
ン 
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7.環境経営目標の実績及び取組結果とその評価 並びに   

次年度の取組み内容 

環境目標 
2022年8月～2023年7月 

評価及び次年度の取り組み内容 
環境目標 実績 

Ⅰ-1)電力の 

使用量削減 

 

5,407kWh 

5,772 kWh 

6.7％の増加となった。冬場の電力量が多い傾向。寒さ

からｴｱｺﾝと石油ｽﾄｰﾌﾞの併用が大きく影響している。その

他の季節は目標値を概ね達成できた。乾湿計の設置や

扇風機の活用で空調温度の適正管理に取り組むことが

できた。次年度は取組内容を継続しつつ、冬場には

個々に厚着をするなどｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを工夫して取り入れる。 

前年 

5,993 kWh 

 

10,771kWh 

10,492 kWh 

基準年を2021年に再設定した。2.5％の減少となっ

た。1年を通して目標値の近似値で使用できた。冬場は

暖房器具の併用など工夫した。天候と体調管理に留意

し、メリハリのある電力使用ができている。次年度も取組

内容を継続していく。 

前年 

10,991kWh 

   

 

  

 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

基準年 468.35 433.20 416.57 494.00 561.93 494.00 423.23 476.90 434.15 376.20 418.00 578.55

目標 454.30 420.20 404.07 479.18 545.07 479.18 410.53 462.59 421.13 364.91 405.46 561.19

実績 555.27 400.42 396.62 573.80 678.30 611.32 522.97 406.12 371.92 342.00 386.65 526.77

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

基準年 794.00 598.00 721.00 975.00 1,364.00 1,378.00 1,206.00 1,160.00 730.00 643.00 673.00 749.00

目標 770.18 580.06 699.37 945.75 1,323.08 1,336.66 1,169.82 1,125.20 708.10 623.71 652.81 726.53

実績 821.00 613.00 734.00 1,098.00 1,251.00 1,198.00 1,018.00 1,054.00 797.00 521.00 596.00 791.00

業
務
管
理 

本 

社 
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環境目標 
2022年8月～2023年7月 

評価及び次年度の取り組み内容 
環境目標 実績 

Ⅰ-2)自動車燃

料の使用量削

減 

 

13,863 L 

21,144L 

52.5％増加となった。業務拡大による遠方への走行や

増員・増車が影響している。1台当たりの平均使用量は

わずかな差。走行距離とオイル点検の記録が定着してき

た。毎月のヒヤリハット報告では車両の案件が尽きないた

め、継続して車両管理の徹底と安全運転に努める。次

年度は営業ルートの見直しや乗り合わせを工夫して無

駄な走行を減らし、成果につなげたい。 

前年 

19,938L 

 

23,202Ｌ 

27,655L 

19.1％増加となった。2022年4月から始まったｻｰﾋﾞｽｴﾘ

ｱ収集が影響し、1台当たりの平均使用量は22.1％増

加し、稼働率が増えている。ｺｽﾄ面では有効。ﾀﾞﾝﾌﾟ車

の交通事故発生。ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ実施でﾁｰﾑﾜｰｸを高め、一層

の車両管理の徹底と安全運転に努める。環境負荷の

高い項目であるため、次年度は営業・収集ルートを見直

し、個々に車両整備や走行距離、燃費を意識して取り

組む。 

前年 

25,117L 

     

     

 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

基準年 1,256.60 1,343.15 1,199.61 1,273.03 1,300.17 1,009.92 1,145.62 1,098.20 1,142.88 1,022.06 1,247.10 1,254.45

目標 1,218.90 1,302.86 1,163.62 1,234.84 1,261.16 979.62 1,111.25 1,065.25 1,108.59 991.40 1,209.69 1,216.82

実績 1,810.97 1,708.31 1,975.51 1,792.47 1,925.05 1,651.05 1,705.21 1,772.10 1,617.82 1,520.20 1,801.51 1,864.41

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

基準年 2,252.26 2,083.77 2,006.31 2,074.15 2,171.22 1,980.74 1,774.07 2,049.41 1,819.13 1,688.39 1,908.71 2,111.95

目標 2,184.69 2,021.26 1,946.12 2,011.93 2,106.08 1,921.32 1,720.85 1,987.93 1,764.56 1,637.74 1,851.45 2,048.59

実績 2,561.10 2,282.43 2,348.06 2,423.64 2,424.44 2,015.76 2,214.49 2,351.32 2,120.90 2,354.05 2,282.97 2,276.35

基準年：90.04L

実 績：93.71L 

基準年：147.11L

実 績：179.75L 
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環境目標 
202２年8月～202３年7月 

評価及び次年度の取り組み内容 
環境目標 実績 

Ⅰ. 二酸化炭素 

出量の削減 

 

105,609kg-CO₂ 

129,309kg-CO₂ 

目標値を22.4％上回った。業務拡大でｶﾞｿﾘﾝ・軽油

使用量も増加した。次年度は取組の周知徹底に努

め、電力・化石燃料使用の削減に向けた個人の意識

づけを図りたい。 

前年 

 120,329kg-CO₂ 

Ⅱ.廃棄物排出量

削減 

1)一般廃棄物削

減、分別の徹底 

1,171㎏ 

3R運動の推進 

1,330㎏ 

13.5％の増加となった。増員と７月の剪定ごみ搬出

が影響している。ごみの大半を占める紙類・シュレッダー

ごみの分別やミスプリント削減の意識づけが定着してい

る。次年度は取組内容の継続に加え、電子帳簿保

存法による対応を検討・推進する。 

前年 

1,236㎏ 

2)受入廃棄物の 

リサイクル率の向上 
41.22％ 

38.66％ 

目標値を達成しなかったが１年を通して大きな変動が

ないことは紙類・シュレッダーごみの分別が習慣化され

ているといえる。収集量の多さから1％上げることも困

難であるが、次年度も自社での分別と地道な呼び掛

けを続ける。 

前年 

39.48％ 

3) 建設廃棄物 

リサイクルの推進 
マニフェスト適正管理 

マニフェスト適正管理 

リサイクル率20.4％ 

再資源化率20.4％にとどまった。運搬業者によって処

理業者が決まっているが、リサイクル率向上に努めても

らうよう、呼び掛けていく。次年度は分別徹底とリサイク

ル資材の使用や工事提案を検討していく。 

前年 

リサイクル率34.4％ 

Ⅲ.水使用量の

削減 

 

 

 
163㎥ 

225㎥ 

37.8％の増加となった。増員の影響か。節水を呼び

掛ける一方で、感染症拡大防止のための手洗い励行

を進めている。次年度は取組内容を周知徹底し、継

続する。 

前年 

180㎥ 

 

上水 45㎥ 

上水 44㎥ 

基準年を2021年に再設定した。上水使用量は

2.2％減量できた。地下水使用量は昨年と比べ34％

減量できた。用途に応じた使い分けができている。夏場

は悪臭や衛生面から洗濯や洗車をこまめに行ってい

る。次年度は地下水も大切な資源と捉え、時期や使

用方法の工夫に取り組む。 

前年 

上水 46㎥ 

                     

本
社 

業
務
管
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         環境目標 
2022年8月～2023年7月 

評価及び次年度の取り組み内容 
環境目標 実績 

Ⅳ.化学物質使用

量の削減、適正管

理 適正管理 適正管理 

目標値を12.6％上回ったが、昨年度より減量できた。

購入量を実績値としているため、値上げに備えたまとめ

買いで月々の数値はあてにならないため、使用量の記録

を徹底し、実数にしたい。次年度は使用量の管理を徹

底し、ロスの出ない現場管理を心掛け、だれでも分かり

やすい管理手順書を作成、運用する。 

Ⅵ.環境活動の 

実施 

環境活動への継続

的参加 

 

通学時交通安全誘導 

会社周辺の清掃 

セルフチェックシート 

環境活動への継続的

参加 

 

通学時交通安全誘導 

会社周辺の清掃 

セルフチェックシート 

毎週通学時の交通安全誘導を行った。併せてゴミ拾い

を実施した。2月に庄原さくら学園創立60周年記念式

典において、2002年から続けていた清掃ボランティア活

動に感謝の意をもって表彰していただいた。また、7月に

はボランティア活動として庄原市立庄原小学校のガラス

清掃を実施した。先生や児童では難しい高所のガラスを

高所作業車を使用して清掃した。後日児童会より感謝

状をいただき、社員の励みになった。地域に生かされてい

る企業として、今後も地域への還元を続けていきたい。 

11月には3年ぶりに全体の安全大会を実施し、エコアク

ション21の活動報告を行った。SDGｓとの関連づけや活

動レポートの公開、セルフチェックシートの取組方法を示

した。しばらくは活動意識が高まっていたが、事業所ごとの

温度差やマンネリ化も見受けられる。社員に浸透していく

には継続的な周知徹底とフィードバックや参考になる重

点目標を公開するなど、工夫が必要。 

■二酸化炭素 

 総量 
 133,614.14  kg-CO₂ 
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2023.8.4                 

庄原小学校児童会より３名の生徒さん

が感謝状をもって来社されました。佐々

木社長と作業をした渉外課の白根さん。

心のこもった手書きの感謝状は何よりもう

れしいです。掃除の大切さを学び、未来

の小学生たちにきれいな学校を残してあ

げたいですね。 

2022.11.29               

3年ぶりに安全大会を開催しました。 

防犯についての講演や安全衛生報

告、安全標語の表彰、安全宣言を

行いました。また、EA21取組内容と

結果を報告し、セルフチェックリストの

活用ポイントを確認しました。 

2022.2.19              

庄原さくら学園創立60周年記念式

典において、2002年から継続してい

たボランティア活動に対し表彰してい

ただきました。 弊社で一緒に働いてく

れた学園生も多く、今後も地域での

つながりを大切に、11月にはボランテ

ィア活動の再開を計画しています。 
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8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び 評価の結果    

並びに違反、訴訟等の有無 

１） 適用となる主な環境関連法規  

主な環境関連法規等と該当する活動は、下記の通りです。 

環境関連法規等 適用される事項 遵守状況確認・評価 

廃棄物処理法 

一般廃棄物及び産業廃棄物の適正処理 

マニフェスト交付と保管 

産業廃棄物管理票交付等状況報告 

下請人による建設工事産廃物等の運搬・処分委託 

○ 

○ 

○ 

〇 

騒音規制法 特定建築作業の届出 該当なし 

振動規制法 特定建築作業の届出 該当なし 

水質汚濁防止法 油及び有害物質の流出事故時の措置と届出 該当なし 

浄化槽法 
保守点検、清掃、記録の保管（3年間） 

定期水質検査 

○ 

○ 

改正大気汚染防止法 解体等工事における「特定工事」 事前調査及び報告 該当なし 

フロン排出抑制法 フロン類の登録充填回収業者による適切な引き渡し 

業務用エアコンの簡易点検 

該当なし 

〇 

化学物質排出把握管理促

進法（PRTR法） 

性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取・発行 ○ 

労働安全衛生法 SDS義務640物質のリスク評価のための情報収集 ○ 

NOｘ・PM法 対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用 ○ 

建設リサイクル法 分別解体等及び再資源化等の実施義務 該当なし 

廃掃法 
一般及び産業廃棄物事業許可証の有効期限、契約書有効期限 

一般廃棄物処理量実績報告 

○ 

○ 

家電リサイクル法 家電リサイクル票の保管(3年) ○ 

小型家電リサイクル法 分別・資源化の適正実施推進 ○ 

自動車リサイクル法 
使用済自動車の適正処理 

新車購入時車両のリサイクル料金を支払 

○ 

○ 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源循環促進法 排出の抑制・再資源化等の取組、従業員教育訓練 ○ 
 

2）違反訴訟等の有無 

弊社の事業活動に関する法令違反は過去１年間ありませんでした。関係当局よりの違反等の指摘はなく、訴訟もありま

せんでした。 
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9.  環境管理責任者による全体の評価と見直し指示の結果 

 

２０２１年から取り組み始めたエコアクション２１ですが、本年は丸１年の運用をした２年目の年度になります。 

 

目標に掲げている数値との比較では未達成も散見されますが、これらはコロナ禍が一服し、通常の社会活動・経済活動に戻って

いることを反映している側面と、社内的な体制の見直しによる影響が大きいと捉えています。エコアクション２１の取り組みについ

ての社員の理解を一段と進めていき、日常的に排出される事業系一般廃棄物のリサイクル率の向上や、社内の室内温度の適

正化、アイドリングストップなど、こまめにできることから着手していき、環境経営が、結果的に我々にとって、総合的にプラスに働くこ

とを社員にも実感できる仕組み作りも必要になってくると考えています。 

 

 電力使用量については、業務管理センター新設後２年が経過し、警備講習や各課の月次ミーティングなど、２階会議スペー

スの有効活用化が進んだものの、電気使用量の多い個別暖房器具の抑制やエアコンスイッチ付近への励行温度の掲示などの

細かな取り組みの結果、一定の効果が現れました。一方で、本社事務所では冬場の電気使用量が顕著に多く、社員にとって働

きやすい会社環境の確保および仕事の効率化と、環境経営のバランスを取っていくことがまだまだ必要な状態であることが示され

ました。しかし、前年度の数字と比べると若干ながら使用量削減も見られました。建物自体が老朽化しており、気密性などが低い

部分もありますが、新規で取り入れる機械・装置等について省力型のものの選定や、社員教育により不在時の照明やPCのオフ

の徹底の励行等をさらに勧めてまいります。 

 

 ガソリン等の燃料使用量については、前年に比べても経済活動が活発化し始めたことや、広島支店の管轄範囲を本社系統に

一部戻したこと、業務拡大に伴って、多い傾向を示しました。しかし、１台当たりに換算した際の数値としては、微増程度に留ま

っており、老朽化した車輌から新車への変更や、アイドリングストップ機能の活用の励行、ハンズフリーでの通話の励行等の効果が

一部では現れているのではないかと思います。社用車の走行距離やオイル交換の記録管理を始めるなど、車両管理と安全管理

の徹底を初めて２カ年目になりますが、それらは課によるばらつきはまだ見られるものの、仕事で使用する車に対する社員一人ひ

とりの意識を少しずつ変えていっているのではないか、と思っています。 

 

 廃棄物排出量については、自社で業として展開していることを踏まえ、顧客に対して、リサイクルの呼びかけや紙類・シュレッダー

ごみの再資源化の呼びかけを実施しており、一定の効果も見られますが、それ以上に経済活動の活発化に伴う可燃ごみの増加

が大きい結果を示しました。これまでの活動の継続は勿論のことながら、機密ごみの再資源化や、社会課題でもある空家の片付

け等をより活発化していくことで、社業の発展とリサイクル率の向上をうまく同じ歯車で回るような仕組みづくりを推進していきたいと

考えております。 

 

 水使用量については、本社関係の人員の増加やコロナ禍からの手洗い励行の状態が現在も習慣化していることで、増加傾向

を示しました。業務管理センターにおいては、前年並みに、上水使用量を安定的に低減することができました。 
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 その他、化学物質使用量や環境活動の実施については、社員の意識改革をより進めていき、例えば、社員側からの働きかけ

で新たなボランティア活動を手掛けるなど、次の一歩に向けた活動を、全社員が能動的になって検討していかねばならないと考え

ています。また、内部監査の結果、重大な問題点は見受けられませんでしたが、定期的なミーティングの実施や目標達成に向け

た具体的方法の検討、新入社員への教育指導強化が反省点としてありましたので、佐々木代表に報告しました。 

 

 今後も、エコアクション２１活動を実践し、全従業員の環境意識を高揚させ、さらなる環境経営に向けた取り組みを実施して

いきます。 

 

指示事項    1. 環境経営方針        ☑変更なし  □変更あり 

2. 環境経営目標・計画    ☑変更なし  □変更あり   

3. 実施体制           □変更なし  ☑変更あり  退職に伴う退任・広島支店追加 

 

                                         2023年10月 2日 

                                株式会社 チューゲイ       専務取締役 西田 輝之 

 

 


